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瀬戸市アーティスト活動支援事業 

「せともんアーティスト in newnormal」 

Ｑ＆Ａ 

 

【対象者について】 

Ｑ１－１ 

 アーティスト等であることの要件は何ですか。どのように判断されますか。 

Ａ 助成金交付申請書の「直近３年間の主な活動実績」欄に記載された内容から、「文化芸

術活動により対価を得ており、過去１年以上継続して文化活動を行っていること」で判断

しますので、できるだけ具体的に記載してください。申請書に記載した活動実績の中で過

去１年間に関する契約書、領収書、チラシなど活動実績を示す資料を提出してください。

ただし、過去１年間全ての活動履歴の証明は必要ありません。 

 

Ｑ１－２ 

 「瀬戸市内を主な活動拠点にしている」とは具体的にどのようなものですか。 

Ａ 事務所、スタジオ等の施設、自身が関わる公演・展示等に向けた制作や練習の拠点な

ど、文化芸術活動に係る拠点を市内に有している（賃貸を含む）ものです。なお、所

有・賃貸ではなく、その都度、活動拠点となる施設を利用している場合は、活動の過半

が市内で行われていることが条件となります。 

 

Ｑ１－３ 

 「瀬戸市内を主な活動拠点にしている」ことを証明する書類は必要ですか。 

Ａ 応募書類に本市を主な活動拠点にしていることが分かるよう、公演・展示等の会場を

含め、できるだけ具体的に記入してください。自身が関わる文化芸術活動の過半が市内

で行われていることが条件となりますのでわかるように記載してください。 

 

Ｑ１－４ 

 原価高騰による自身の活動への影響について証明する書類は必要ですか。 

Ａ 証明までは求めませんが、文化芸術活動にどのように影響しているのかを具体的に記

載してください。 

 

Ｑ１－５ 

 新型コロナウイルス感染症による自身の活動への影響について証明する書類は必要で

すか。 

Ａ 証明までは求めませんが、中止・延期となった事業の開催日、事業名、会場などを具

体的に記載してください。 
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Ｑ１－６ 

 法人は対象になりますか。 

Ａ 対象外です。 

 

Ｑ１－７ 

 個人で会社を経営しながら文化芸術活動をしている人は対象となりますか。 

Ａ 交付対象者の要件を満たしていれば、対象になります。 

 

Ｑ１－８ 

 外国籍は対象になりますか。 

Ａ 交付対象者の要件を満たしていれば、対象になります。 

 

Ｑ１－９ 

 年齢要件はありますか。学生も該当しますか。 

Ａ 交付対象者の要件を満たしていれば、対象になります。 

 

Ｑ１－１０ 

 音楽教室（書道教室など）での指導で対価を得ております。その活動実績で交付対象

者になりますか。 

Ａ 教室等での指導だけでは対象とはなりませんが、公演・展示等により対価を得てお

り、過去１年以上継続して文化活動を行っている場合は対象となります。 

 

Ｑ１－１１ 

 文化芸術活動以外の収入がある場合は対象になりますか。 

Ａ 文化芸術活動以外の収入がある場合でも、文化芸術活動により対価を得ており、過去

１年以上継続して文化芸術活動を行っている場合は対象となります。 

 

Ｑ１－１２ 

 文化芸術活動による収入よりアルバイトによる収入が多くても対象になりますか。 

Ａ アーティストとしての活動を重点的に行っている方は対象になります。 

 

Ｑ１－１３ 

 文化芸術活動に関係のない職業に従事しており、趣味として文化芸術活動を通じて対

価を受け取ることがありますが、この場合は対象になりますか。 

Ａ 趣味として文化芸術活動を行っている方は対象になりません。 
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Ｑ１－１４ 

 実施している活動が趣味であるかどうかはどのように判断しますか。 

Ａ 記載していただいた過去３年間の活動実績及び過去１年間の活動に関する契約書、領

収書、チラシ等から判断します。 

 

Ｑ１－１５ 

 自身で制作したものをネット販売含め、一回でも販売した実績があれば文化芸術活動

で対価を得たことになるのか。 

Ａ 記載していただいた過去３年間の活動実績及び過去１年間の活動に関する契約書、領

収書、チラシ等から判断します。 

 

【対象となる文化芸術活動】 

Ｑ２－１ 

 活動のテーマや内容に指定はありますか。 

Ａ 助成金交付要綱及び募集案内に基づく要件を満たしていれば指定はありません。 

 

Ｑ２－２ 

 文化芸術基本法上の「生活文化」には、「食文化」が含まれますが、「食文化」は対象で

すか。 

Ａ 食文化は対象となりますが、その活動の主たる目的が飲食の提供となる場合は対象外

です。 

 

Ｑ２－３ 

 使用楽曲等の著作権関係の処理は市で対応してもらえますか。 

Ａ 著作権等関係については、申請者でご対応いただきます。 

 

【応募について】 

Ｑ３－１ 

 予算総額を教えてください。 

Ａ 予算総額は一千万円です。 

 

Ｑ３－２ 

 内容が異なる複数の活動について、同一人がそれぞれの活動で申請することはできま

すか。 

Ａ 一人１件のみに限り応募することができます。なお、交付対象者にはなりませんが、助

成金申請書の添付書類１に名前を記載せずに複数のグループに参加することはできます。 
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Ｑ３－３ 

 応募書類の審査はどのような基準で行われますか。 

Ａ 交付要綱及び募集案内に規定する要件を満たしているかについて審査をします。 

 

【支払いについて】 

Ｑ４－１ 

 助成金の支払い先について、申請者（申請代表者）以外の口座や事務所の口座を指定す

ることはできますか。 

Ａ できません。個人・グループ問わず、申請者（申請代表者）ご本人の口座にお振込みと

なります。 

 

Ｑ４－２ 

 助成金の支払いはいつごろ行われますか。 

Ａ 事業実施報告書の提出後、支払い手続きを経て順次お支払いする予定です。 

 


